様式２

審議会等会議録
	審議会等の名称
	平成２８年度第２回山口市人権施策推進審議会

	開催日時
	平成２９年３月１４日（火曜日）１０：００～１１：４０

	開催場所
	山口市男女共同参画センター　第１講座室（２階）

	公開・部分公開の

区分
	公開


	出席者
	泉勝幸、井原貴美、久保田文子、島田愛子、清德睦美、髙木和文、中野肇子

西山香代子、林道彦、福永由美、松原幸恵、山田圭介

（１２人）（敬称略、五十音順）

	欠席者
	岩本　勉　柳井敏和　渡辺利明　（３人）（敬称略、五十音順）

	事務局
	兒玉地域生活部長、礒部地域生活部次長、水津人権推進課長、河上人権推進室長、宮崎人権推進課管理担当主幹（５人）

	議題
	１　人権に関する意識調査結果概要について

２　次期山口市人権推進指針策定（案）について

３　平成２９年度山口市人権教育・啓発計画（案）について

４　その他

	内容


	1． 開会

2． 部長挨拶

3． 会長挨拶

4． 委員紹介（新委員１名）

5． 新委員挨拶

6． 議事

＜会長＞

議事「人権に関する市民意識調査結果について」です。これについて、事務局から説明をお願いします。

＜事務局＞

―人権に関する市民意識調査結果について説明 ―

＜会長＞

ただ今、事務局から説明がありましたが、何か御意見、御質問等はございませんか。

＜A委員＞

この指針は、全市民に配布されているのですか。

また、調査結果に「住所不明」があり、回収率も下がっているが、総合的な判断で良いので、どういう捉え方をされているのですか。

＜事務局＞

　まず、指針については、全市民には配布していません。講座とかフェスティバル等の機会を通じて、参加者に配布しています。

回収率の結果については、今回は、男女の意識調査と同時に調査したため、回答数が増えているにもかかわらず、回収率が４０％を超えているので、そこまで悪い回収率ではないと考えております。

＜A委員＞

　全世帯には、配布していないということですね。それでも回収率が５０％を超えていないんですね。

＜会長＞

　他にご意見、質問はありませんか。

　今回は、簡単な調査結果の報告であり、次回は、調査結果を分析したものをお示しするということでしたが、具体的にはどのような内容かを教えてください。

＜事務局＞

　特に、分野別の傾向等を時間の関係で、十分に分析できておりませんので、次回分野別の意見を委員の皆様からいただくために、まずは、どういった傾向であるかをお示しして、どういう課題があるのかを協議してまいりたいと考えております。　

＜会長＞

　今回の調査結果の概要版を見ての気付きですが、今回の調査で新しく出された質問については、比較できませんが、前回と今回の調査結果を比較することをかなり強調されていたと思います。資料を２つ作成されていますが、わかりにくいと思います。比較できるものに関しては、改めてわかりやすい対比表等を提示されるお考えはありますか。

＜事務局＞

次回の審議会には、比較できる項目については、比較した内容のものを作成し、お示ししたいと考えています。

＜B委員＞

　前回の審議会の時に、事由記入欄が話題となったと思う。次回は、分野別の分析に反映されるのですが、分野に入らない記述に関しては、どのようにお考えですか。

＜事務局＞

　調査報告書は、質問が多く、事由記入欄まで掲載できませんでした。分析では、事由記入欄の内容が参考になれば、次回の表や分析とともにお示ししたいと思います。今回、全てできれば良かったのですが、まず、今回は報告書が出来たということで御了承いただければと思います。

＜会長＞

　いろいろお忙しいとは思いますが、よろしくお願いします。

＜C委員＞

　気づきですが、前回と今回の調査結果を比較した場合、問４で「あなたは、今まで自分の人権を侵害されたと思ったことがありますか。」という質問の中で、対処方法として「黙って我慢した」と回答されている人が、前回も今回も６０％以上あります。「我慢する。」ではなく、きちんと解決する力をつけるにはどうしたら良いかという、人権教育・啓発活動に活かして欲しいと思います。

　もう一点は、女性は、仕事をしながら子育て、家庭、地域、様々なところで多用です。お互いに対等に協力しながらやっていかなければならないと思います。

＜会長＞

　ほかに、ちょっとした気づきでも良いので、是非、発言をお願いします。

＜D委員＞

　気づきということで、発言させていただきます。調査の問２で、「人権推進指針を知っていますか。」という質問に対し、「知らない」という人が７９．２％という結果は、もの凄く衝撃的な数字だと思います。何故でしょうか。指針の作成方法が悪いのでしょうか、誰を対象に作成されたのでしょうか。人権に関わっている人向けの指針であればこれで良いと思うのですが。自分も専門学校で３００人くらいの学生に配布していますが読みません。読む気がしません。何の目的で、誰を対象に作成されているのかわかりません。７９．２％の結果は、非常に衝撃的であったという感想です。

＜会長＞

　私自身も大学の授業等で学生と接することがありますが、オリエンテーションでも、聴く気がない学生がいて、それが課題だと思います。指針については、良いものを作成するとともにどうやって周知するのかという方法もこの審議会の中で考えたほうが良いと思います。

　ほかの委員さん、御意見いかがでしょうか。

＜E委員＞

　問題解決手段があるにもかかわらず、入手できません。資料が置いてあったり、配布されたりしても活かしきれていないように感じています。例えば、資料を入手しても理解できる人は良いのですが、特別な事情があり、理解できない人もいます。資料を読む人には良いものだと思うのですが、理解できない人が、読もうと思う資料を別に作成するのもひとつの方法ではないでしょうか。

人権問題に関心がある人は講座等に参加し、指針等を読まれるのですが、関心がない人にも理解できるようなものを別に作成することも大切なのではないでしょうか。

＜会長＞

　指針の内容をどうやって伝えるのか、という貴重で有益な御意見でした。

＜F委員＞

　指針を読まれている人は、十分人権に関する意識が高い人だと思いますが、そうでない人に対し、どうやって伝えたら良いかと考えたところ、男女共同参画とかは、小さい（啓発）カードがいろいろなところに置いてあります。人権に関しても、概要版より更にわかりやすいカードのようなものを作成してはどうでしょうか。

＜会長＞

　ほかに何かありますか。

＜B委員＞

　人の人権を侵害しているということに気づかない人も多くいます。調査結果をみても様々なケースがあります。啓発は難しい面もあると思うのですが、シンプルでわかりやすいものを各戸配布するとか市報に掲載するなど、考えられる様々な手段で活用し周知させていくしかないと思います。

＜会長＞

　ほかに何かありますか。

＜C委員＞

特に、ＤＶについては、自分さえ我慢すればと思っている女性がいると聞いています。どうしたら良いかを考えたところ、学校等での教育が一番良いのではないかと思いますが、人権推進指針などを見て、相談場所を考えるなど、自分で解決できるようなものがあれば良いと思います。

＜会長＞

人権指針を作成し、どう周知していくかなど、これから考えていかなければならないことは、多々あると思いますが、現時点で、今のご意見を反映しながら、市のほうで考えられることはありますか。

＜事務局＞

　人権推進指針を知らない人の割合が高いことを反省しています。わかりやすい形で皆さんに周知していく方法を検討しなくてはならないと思います。１ページをさいて判りやすいものを作成するなど、相談窓口も掲載されていますので、読む人が一目でわかるようなものをお示しできるよう市も検討してまいりたいと思います。

＜会長＞

　指針の改定作業まで、まだ日数があります。次期指針を作成し、どう周知していくかを審議するのですが、それまでに何かできるのではないかと思います。次回の指針ができるまで、今の指針について現時点でできることを検討していただきたいと思います。次回の分の方策と現時点でのことの両面について可能な範囲で、考えていただきたいと思います。

＜G委員＞

障害者に対する法やヘイトスピーチ法も成立しました。指針には、具体的な差別や法律違反について明記していただきたいです。

＜会長＞

　今の意見を参考にしながら、今後、新しい指針を策定してまいりたいと考えます。

＜H委員＞

　子どもの虐待についてですが、子どもを虐待してしまう親は、孤立している場合もあるように感じています。そこで、母子手帳を渡すときに、匿名でもいいので、相談先がある標語のようなものがあれば、相談してみようかなという気になるのではないでしょうか。

＜会長＞

　今の御意見に関して、市の実情はいかがでしょうか。

＜事務局＞

　母子手帳の配布時には渡しておりませんが、男女共同参画センターでＤＶ等の相談業務を行っていることを、各地域交流センター、図書館、ＹＣＡＭ、スーパーのトイレなどに何でも相談してくださいというカードを置いています。今後は病院なども検討し、置く場所を増やしてゆきたいと考えています。

＜A委員＞

学校関係への啓発の現状と行政としての取組についてお尋ねします。

＜事務局＞

　次の資料４でこれからの人権教育の取組を紹介することとしています。

＜A委員＞

　わかりました。

＜会長＞

　特に質問がないようでしたら、次の議題を事務局からお願いします。

＜事務局＞

―次期山口市人権推進指針策定（案）について説明―

＜会長＞

　事務局から説明がありましたが、何か質問等ありませんでしょうか。

＜A委員＞

　人権問題は、市の総合計画の１つとして入っているのでしょうか。

＜事務局＞

　市の総合計画の部門別計画の中に人権問題も入っています。

＜会長＞

　ほかに何かありませんか。

＜G委員＞

　次回、分野別施策の内容についての詳しい説明があると考えて良いでしょうか。

＜事務局＞

　次回は、前回の調査結果の比較表と市の方で分析した内容に基づく課題をある程度お示しします。この課題について、委員さんに審議していただくことを考えております。

＜会長＞

　今回は、調査結果の簡単な報告でしたが、次回は、審議内容が多くなる見込みです。スケジュールもきつく、気づきとかもすぐには出にくいと思いますので、資料の事前配布をお願いしたいと思います。

＜事務局＞

　比較表、課題、概略ですが、分析結果をお示ししたいと考えております。

＜D委員＞

　指針を知らない人が７９．２％とかなり低いようですが、市として、この結果どのように捉え、また、どのような課題があると考えられているのかをまとめて次回の審議会で示していただきたいです。市は、課題意識をもっておられると思いますが、見解があると非常に協議しやすいと思います。

＜会長＞

　今の点についていかがですか。

＜事務局＞

　周知は不十分であると思いますので、指針の配布方法についても、今後検討してまいりたいと考えています。今回、計画の期間も終了し、新しい法律も成立し、新たな課題も発生していますので、平行して考えてまいりたいと思います。

＜会長＞

　ほかに何かありますか。

＜I委員＞

　分野別の施策では、前回と今回では同じような結果がでているようですが、分野別の調査結果は担当部署に伝わっているのでしょうか。また、今後の人権指針について担当部署がどのように関わっているのでしょうか。

＜事務局＞

　結果については、全てを担当部署に伝えることはできませんが、内容については、担当部署にお知らせすることもあります。スケジュールにも記載しておりますが、指針の分野別の課題について、庁内に示し、どういうことができるかという連携を図ってまいりたいと考えております。

＜会長＞

　ほかに何かありますか。ないようでしたら、次に、山口市の人権教育・啓発について事務局から説明お願いします。

＜事務局＞

―山口市の人権教育・啓発について説明―

＜会長＞

　ただ今、事務局から説明があった件について、御意見、御質問等ございませんでしょうか。

＜J委員＞

　気づきですが、啓発について、推進大会でパンフレットを配布する場合、職員の方が内容の詳しい説明をされると良いと思います。

　また、人権学習推進委員の年１回の総会でもきちんとした説明をしていただきたいと思います。高齢化が進んでいることから、地域運営の中心でもある高齢者の意識改革も必要ではと感じています。

＜会長＞

　指針策定前に何かできることはないかというご意見だと解釈しました。パンフレットの配布以外、口頭による説明の機会を設けて欲しいという趣旨だと思います。

　ほかに何かありますか。

＜D委員＞

　多様な学習機会の充実という項目がありますが、どういう先生の話を聴いたら良いのかについて、是非、こういう先生がいるという情報をいただけると助かります。人的支援、金銭的支援もあろうかと思いますので、検討をお願いします。

市民人権講座の年間の講師一覧表では、それぞれの官公庁出身者が多く見受けられます。年間のスケジュールを立てたり、講師の選定をしたりは大変だと思いますが、身近な人権問題を考える場合、現場で活躍されている人を講師にされてみてはいかがでしょうか。いろいろな現場で活躍されている人を開拓してみていただきたいと思います。

＜会長＞

　今の点に関して、今後の方針に反映させるとかお考えはありますか。

＜事務局＞

来年度直ぐに変更できるとは申し上げられませんが、講師については、御意見を参考にし、今後、検討してまいりたいと思います。来年度の内容が決まりましたら、委員さんにもお知らせしたいと考えております。

＜会長＞

いままでの全体の中で何かご質問、御意見等はございますか？

それでは、ないようでしたら、本日の審議事項を終了したいと思います。ありがとうございました。

事務局に進行を引継ぎます。

	
	＜事務局＞

４．その他

次回の審議会は６月頃を予定しております。

５．閉会

―以上で会議を終了した。
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5　 山口市人権施策推進審議会委員名簿　参考資料



	問い合わせ先
	　地域生活部　人権推進課　人権推進室
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